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祝 創立７４周年記念式 
 ５月１日(金)に、同窓会会長 日野哲也様のご臨席を賜り、創立７４周年記念式を挙行いたしました。 

来賓祝辞（抜粋） 
本日は、高楯中学校創立７４周年、おめでとうございます。皆さんと一緒にお祝いができること
をうれしく思っています。今日は皆さんに３つのお話をさせていただきます。 
１つ目、高楯中学校は、昭和２７年、戦後のまだ豊かでなかった時代に、高瀬村と楯山村という
小さな村が協力して、大変な苦労の末にできた中学校です。皆さんはその高楯中学校で学んで
いることに感謝し、「当難勿屈」の校是のもと、今できること、やるべきことを精一杯頑張ってくだ
さい。 
２つ目、今年の２月、イタリア「ミラノ・コルティナ冬季オリンピック」が行われ、フィギュアスケー
トペア三浦璃来、木原龍一選手の、通称「りくりゅうペア」が、金メダルを獲得しました。ショートプ
ログラムで5位という厳しい状況から、フリーで世界歴代最高得点を叩き出しての大逆転勝利
です。男子の木原選手が演技後に号泣する姿が、今でも印象に残っています。そしてその表彰式で、日本の国歌「君が代」が流
れた瞬間、会場が静まり返る中、大型スクリーンにイタリア語と英語の翻訳が表示され、それを見た世界中の観客たちが、次々と
感動の涙を流したそうです。なぜなら、「君が代」の歌詞と調べは、戦いや革命を歌うフランスの「ラ・マルセイエーズ」や、アメリ
カの「星条旗よ永遠なれ」のような勇ましいものとは全く違う、世界で唯一、純粋に幸せを願う愛の歌だったからです。長い時間
をかけて醸成された、美しくて平和な国、日本。皆さんはその日本に生まれた事を誇りに思い、先人に感謝し、そして失わないよう
に、更に、次の世代につないでいってください。 
最後に3つ目、大正生まれの詩人で書道家の「相田みつを」さんの詩を二つ紹介します。「しあわせはいつもじぶんのこころ
がきめる」読んでの通り、幸せと感じるかどうかは自分の心次第という意味です。前向きな生き方をしている人は幸せと感じるこ
とが多く、そうでない人は少ないかも知れません。「一生勉強 一生青春」勉強は一生続きますし、続けることが出来ます。何事に
も前向きに取り組み、努めて明るく過ごせば、仲間が増え、きっと人生が良い方向に回り出します。50年後、日本の平和が続き、
この中の誰かが高楯中学校創立124周年で、今日の私のように壇上で「当難勿屈」の祝辞を述べている事を願っています。 

令和8年５月１日  同窓会会長  日野 哲也 

 
校長式辞（抜粋） 

本日は、山形市立高楯中学校ができた当時のこと、高楯中学校と先輩方がこれまで大切にして
きたことをみなさんと共有し、これからの高楯中学校の未来について考えたいと思います。そして、
高楯中学校の誕生日を皆様と一緒にお祝いしたいと思います。 
山形市立高楯中学校は、１９５２（昭和２７）年４月１日に開校しました。当時の学校の正式な名称
は「高瀬村・楯山村組合立高楯中学校」です。その後、町村合併を経て、１９５４（昭和２９）年１０月
１日に現在の山形市立高楯中学校となり、今日を迎えています。当時の校舎は木造づくりで現在の
グランド側に建てられていたそうです。現在、皆さんが学ぶこの校舎は１９８３（昭和５８）年５月３１
日に完成し、７月に移転作業が行われました。当時、机やいすなど学校の備品を生徒達が運んだそ
うです。体育館は１９８４（昭和５９）年１２月２６日に、育志館は１９９４（平成６）年５月１日に完成し
ています。 

では、高楯中学校が頑張ってきたことは何か？まず１つ目は「自主」の精神を大事にしてきたことです。自分で考えて自分で行
動する、自分たちで考えてよりよい実践につなげること、だと思います。先輩方は自分たちの学校生活をよりよいものにしようと、
それぞれの時代の生徒会を中心に様々な取り組みを実践しました。「あいさつで明るい学校にしよう」「時間を守って生活しよう」
「身だしなみを整えて生活しよう」「山形県一の学校にしよう」など、思いを持って取り組んできました。その時代、その時代でいろ
いろな課題に直面し、問題もあったことと思います。しかし、自分たちの学校生活に目を向け、自分たちで考え、知恵を出し合い、
多くの課題に向き合ってきたのです。そして、生徒会活動や部活動、スポーツ・文化活動等で多くの成果を上げてきました。それら
は高楯中学校の伝統として、今も引き継がれているのだと感じます。２つ目は「地域の学校」であるということです。高楯中学校は
地域の方々、保護者の方々の温かい見守りと協力の中で歴史を刻んできました。グランドやプールの整備、学校施設の整備と修

繕、行事や日頃の学習における様々な体験活動への協力。それらは今も続いており
ますし、みなさんは常に地域の方々の温かい見守りの中で学校生活を送っているの
です。ですから、これからもこの高楯地区を知り、地域の方々とかかわりを持ち、豊か
な体験と学びを通して大きく成長していくことを期待しています。頑張っていきましょ
う。 
生徒のみなさん、あなたがたは、この高楯中学校の「現在」（いま）と「未来」の作
り手です。自ら考え、よき仲間と共に、日々の学習と生活にこれまで通り一生懸命に
取り組んでほしいと期待しています。 

令和８年５月１日 校長 石井 均 
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学校だより 

令和８年５月2５日発行 

新校舎と旧校舎が一緒に写った貴重な一枚 
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一枚 

 



令和８年度 生徒会スローガン決定 
５月１日(金)に生徒総会が行われました。生徒会スローガンや年間活動計画等について活発な議論が行われ、今年度の生徒会
の方向性が示されました。高中生の思いを「紡」いで、みんなで輝く生徒会を作っていきましょう。 

 

 

 

 充実した学年行事が行われました 

１年生は５月１４日(木)～１５日(金)に仲間づくり体験、２年生は５月１３日(水)～１４日(木)に職場体験学習、３年生は５月１３日
(水)～１５日(金)に修学旅行を行いました。学校の授業では体験できない様々な活動を仲間とともに行い、充実した学年行事となり
ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日目、校内活動では、１４の「お題」に班ごとに取り組んだ
り、校歌・応援のクラスマッチを行ったりしました。２日目は山
形市少年自然の家で原始の火起こし体験と炊飯活動を行い
ました。手作りカレーの味は格別でした！ 

多くの事業所の皆様にお世話になり、将来について考
える有意義な時間を過ごすことができました。みんな一
生懸命に仕事に取り組みました！ 

東京方面へ。国会議事堂見学、カップヌードルミュージアムでの麺作り、
演劇鑑賞、企業研修、ディズニー研修、上野班別研修、など、有意義な３
日間でした！ 

これからの主な予定 
５月２６日（火）歯科検診 ２９日(金)眼科検診 
６月３日(水)避難訓練 ４日（木）耳鼻科検診 ８日(月)高楯中結団式  
１３日(土)１４日(日)市中総体 １５日(月)１６日(火)学校休業日  
１７日(水)市中総体報告会 １８日（木）テスト前部活動停止(～２４日)  
２５日(木)１学期定期テスト  


